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牛寧Lおよび乳製品摂取量と循環器疾患

発生に関する疫学的研究

東京医科歯科大学難治疾患研究所疫学部門

教授田中平一

新潟県新発田市A-I地区の 40歳以上の全住民を対象陀して‘昭和 52 

年 7月K食事調査を実施し、栄養素、食品群別摂取量を測定した。その後.

非脳卒中者.非心筋梗塞者を観察コホートとして、脳卒中と虚血性疾患K関

する追跡調査を継続的陀行っている。今回は.研究の第 I段階として.循環

器疾患の念かで最も頻度の高い脳梗塞を取りあげ.昭和 52年 7から昭和 58

年 12月までの 6.5年間Kなける脳梗塞発生率を求め.牛乳なよび乳製品摂

取量との関係を分析した。

E 研究方法

1 対象地区の概要

A-I地区は.新発田市の農山村地帯K位置し.平野部と標高数百メ

トノレの山岡部とから左ム平野部では大規模米作と果樹閣が.山間部では

小規模農業が営まれている。総世帯数の 55%が農家で.農家の 96骨が

兼業農家である。以前 R Tける兼業職種は‘土木建設、生産工程作業念ど

で. しかも、日雇い.出稼ぎであったが.近年では、事務.販売.サービ

ス職業K従事する常傭勤務と在!?.兼業農家の者の収入は、大都市一般勤

務者のそれを上回っている。
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2 食事調査法

昭和 52年 7月 1日現在K:i>'ける A-I地区の 4.0歳以上の総人口は男

子 1，182名.女子 1，469名であるo 昭和 52年 7月K彼らを対象K して、

循環器系精密集団検診(basel ine examination)を実施した1)。同時

κ.著者らの考案した「簡易食事調査法JKよb栄養素、食品群別摂取量

を評価した 2)。との方法の詳細は附録を参照されたい。鈎

ζ の方法は、三訂日本食品標準成分表陀記載されている各食品群につい

て‘その摂取頻度と目安摂取重量を面接K よって栄養士が間き取るもので

ある。ある食品Kついて 1週間K何回位摂取して hるのか、 1回当りどれ

位の量を摂取しているのか‘またどのよう左調理方法で料理されたものか

を質問し.その結果から 1日当りの摂取量を算出するものである O 摂取κ

季節変動の認められる食品 Vてついては.摂取期間も聞き取る。面接時点の

みで左心 1年位の比較的長期間Kなける平均的左栄養素または食品群別

摂取重量を推定できるものである。食習慣を定量的陀評価する ζ とのでき

るものである。

牛乳なよび乳製品K関する質問票番号、食品名は次のと T J?である o

⑬ .r~ :? -

@ チーズ

@牛乳

@ コーヒー牛乳

@ フル ツ牛乳

⑬ ヨーグルト

⑮ 乳酸菌飲料

@ 脱脂粉乳

制 質 問 票 は 98項目 K及ぶ白で、全文白印刷は省略し、例として⑮牛乳K関する設問を

本節末K示す。
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@ コーヒー.紅茶のクリーム

@ 乳酸菌飲料

D e) アイスクリーム

@ アイスキャンデー

念主子、今回の報告では.⑬バタ ，@アイスキャンディーを除色乳類

として取り扱うとと V亡する。個々の食品については次年度K報告する。

簡易食事調査質問票の設問例

⑮ 牛乳Kついて o どれ位の割合で飲みましたか?

1. 毎日又はほとんど毎日(6，7回 1週)

2. 1週間K数回(3 - 5回)

3. 1週間f'Ll，2回

4. 月f'L1-3回

o 1回κ飲む量はどれだけでしたか?

1本 180mi 200mi 

( ) mi 

o飲む期聞はいつでしたか?

〕月-( )月の( )ク月間

5 追跡方法

A-I地区f'Ll>>ける脳卒中新発生患者の把握方法を図 1f'L示す。図 1の

上部示されて hるような情報源をもと K して、 「脳卒中の疑い」のある患

者をリスト・アップする。情報源として最も重要なものは集団検診である O

毎年 1回 baseline examinat ionと同一項目からまる検診が実施されて

いる。「疑い」のある者κヲいては.詳細左病歴聴取と理学的検査とを実

施する。集団検診を受診しなかった者K対しては.アンケ-~.電話、家

庭訪問左どK よって.過去 1年同K脳卒中を発症したことがあるか否かを

1) 
タッアが調査するo
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重複巴整理

普曇各種血液検査在ど

鑑別診断

図 1 脳卒中新発生患者の把握方法(新潟県新発田市)

集団検診以外の情報源からの「脳卒中の疑い」のある患者の届出は.全

市域とその周辺市町村を網羅している脳卒中登録制度陀よる03〉 医師.

保健婦‘住民組織からの届出または通報、死亡票.国民健康保険、救急車

出動記録の定期的閲覧が行われた。
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種々の情報源から届出が行われるので.当然重複している場合があるo

先ず.同一人のチェックを行う。届出患者で、生存者はスタッアの医師K

よって発作後できるだけ早い時期陀、原員Ijとして 3週間以内κ診察された。

問診と押経学的検査(採血.心電図、直像鏡眼底検査左どを実施するとと

もある〕を実施した。患者の生死Kかかわらず.患者の家族.主治医から.

脳卒中の確定診断と病型鑑別陀必要左患者情報(病歴.理学的検査.生化

学的・生理学的検査、 CTをどの特殊検査)を収集した。全患者情報陀基

づいて.押経内科医を含む 3人の医師が、脳卒中の確定診断を病型鑑別診

断を行った。

本研究でいう脳卒中とは、脳の血管病変により急激陀巣症状を発現し.

その症状が 24時間以上継続するものか.または死亡するまで続〈ものを

いう。巣症状がま〈ても.各種の症状、検査所見から、〈も膜下出血と診断

されるものも含む。臨床的Kは脳硬塞、脳出血、〈も膜下出血をさす。病型分

類は、沖中らの分類骨よび診断基準K準拠しているが、 Millican の分類、

WHOの脳血管疾患分類、日循協の診断基準等も参考Kされている。 4.5)近

年では CTが普及してきたので、 CT所見による病型の細分類も検討されつ

つある。 1) 

4 疫学的分析方法

6.5年の観察期間中 VL. 死亡.転出左どK よるコホートからの脱落があ

った。デ Fを有効利用するためVL. 人・年法(Person-year method) 

κより脳梗塞発生率を算出した。

観察コホ トは‘昭和 52年 7月に実施した食事調査に基づいて.要因

(斗〉群と要因(ー)群と K介類された。栄養素または食品群別摂取量の

平均値(五〕と標準偏差(S D )を算出し x十日 D以上の者を要因(十〕

群とし. ;-+SD未満の者を要因(-)群とした。さらに.乳類Kついては.

体重勾当りの摂取量を 25パ セン タイノレ値 50パーセンタイル値. 7 5 

ミーセ ;/jlイJレ値Kより 4カテゴリー (quartile四分位数)VL分類した。
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各群について.軽梗塞間接法標準化発生率を算出した。先ず.脳梗塞の人

-年法標準化発生比(siandardized person-.year incidence 

ratio，SIR)を求めた。 S1 Rは脳梗塞発生の観世Ij数と期待数の比で

ある。期待数は、全観察コホ ト性‘年齢別人・年発生率と.その群の性.

年齢別人.年との積和である。 S1 Rと全観察コホ ト脳梗塞人.年法発

生率(表 20 34/13166ニ 2.582)との積が‘標準化発生率であるo性.

年齢補正リスク比は Rothman-Boiceの式6) VLより算出し‘統計学的検

7，8) 
定はMantel-Haenszelの式 K より行った。

多変量解析法としては.多重ロジスティック関数を用いた。関数のパラ

メーターの推定はWalker-Duncanの最尤法による9~11)o独立変数と

して.性.年齢.拡張期血圧.乳類を採用した。

E 結果

1 受診率

対象者男子 1，182名.女子 1，469名のうち.昭和 52年 7月 K 初回集

団検診(b a s e 1 -i n e e x am i n a t i 0 n )を受診した者は男子 999名. 受

診率 84.9 %.女子 1，360名.受診率 92.6骨であった。集検の際、脳

卒中の既往があると診断された者は男子 39名.女子 21名であった。彼

らを除外した者を「簡易食事調査」の対象としたが.難聴左どのため対話

不能‘拒否左どの理由K より.男子 17名.女子 21名Kは調査を実施す

るζ とができなかった。したがって.食事調査実施率は.男子では全対象

者の 79. 8骨(943/1，1 82入女子では 89. 7需(1，318/1，469) 

であった〔表 1)。
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男

子

女

子

表 1 人口.食事調査実施数・率

(昭和 52年 7月.新潟県新発田市A-I地区)

年 齢 40-49 50-59 60-69 

人 口 430 336 262 

集団検診
328 291 242 受診者数

脳卒中者数 2 9 13 

食事施l 調査
実数

320 275 229 

食事 調 査
74.4 81.8 8 7.4 実施率'

人 口 462 432 329 

集団 l検診
418 401 315 受診者数

脳卒中者数 1 3 6 

食事調数査
実施 413 396 302 

食 事 調 査
89.4 91.7 91.8 実 施 率

人口・昭和 52年 7月 1日現在‘選挙人名簿

‘:唖.対人口

70-

154 

138 

15 

119 

7 7.3 

246 

226 

1 1 

207 

84.1 

計

1，182 

999 

39 

943 

79.8 I 

1，469 

1，360 

21 

1，318 

89.7 

2 脳梗塞発生率

全観察コホ 卜陀bける新発生患者数は‘脳梗塞 34名‘脳出血 10名.

〈も膜下出血 6名.鑑別不能の脳卒中 13名であった。分析対象とした脳

梗塞の人・年発生率は表 2K示すと辛子りで.人・年千対男子 2.93. 女子

2.3 4. 言十(男子十女子)2.5 8である O
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表 2 人・年 1，000対脳梗塞発生率

(昭和 52年 7月 -58年 12月、新潟県新発田市 A-I地区)

性 年齢(歳〕 新発生数 観察人・年 人・年生1，000対
発 率

40 -49 2 1，907.0 1.05 

男 50 - 5 9 。 1，646.0 。
60 - 6 9 7 1，3 1 4.5 5.3 3 

子 70- 7 599.0 11.69 

計 16 5，46.6.5 2.93 

40 - 4 9 2 2，4 5 7.0 0.8 1 

女 50 - 5 9 2 2，345.5 0.85 

60 - 6 9 3 1，772.0 1.69 

子 70- 1 1 1，125.0 9.78 

言十 18 7，699.5 2.3 4 
」ー

5 栄養素別、食品群別摂取量

栄養素、食品群別摂取量の性、年齢別平均値を表 3V1:示す。乳類摂取量

は体重K9当り 2!f前後で.しかも 27冊のものは.乳類の摂取量 O. つ

ま b月V1:1-3回の摂取頻度 K も達し左いという O

4 リスク比による分析結果

昭和 52年の食事調査結果K基づいてB 要因(十)群と要因(ー〉群と K分

類し.各群の性、年齢標準化脳梗塞発生家とリスク比を求めた。その結果

を表 4V1:示す。

体重K9当 bの栄養素摂取量では、エヰノレギ .植物性蛋白質.動物性脂

肪が、食品群別摂取量では穀類‘味噌以外の豆類が統計学的陀有意で、 1 
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一

食品群別摂取量の平均値と標準偏差(昭和52年 7月、新潟県新発田市A-1地区)

年 齢 (歳) 40-49 50-59 60-69 70-

例 数 (人) 320 275 229 119 

栄
エネルギー (kcaV1培) 4 2.5 5 ( 8.8 1 ) 43.75 ( 10.20 ) 39.86 ( 1 0.13 ) 36.96 ( 1 0.0 0 ) 

養
炭水化物 (g/1唱) 6.13 (1.57) 6.32 ( 1. 79 ) 6.09( 1.71) 5.72 ( 1. 78 ) 

摂取量品二( 当f 

動物性蛋白質 ほんg) 0.69(0.25) 0.72 ( 0.28) 0.63 ( 0.25) 0.63 ( 0.26) 
植物性蛋白質 ほんg) 0.69(0.17) 0.71( 0.19) 0.69 ( 0.19) 0.66 ( 0.17) 
動物性脂肪 (g/kg) 0.40 ( 0.1 8 ) 0.45 ( 0.22) 0.36 ( 0.19) 0.34 ( 0.19) 
植物性脂肪 ほんg) 0.40 ( 0.1 8 ) 0.41 ( 0.20) 0.35( 0.19) 0.30 ( 0.14) 

D 
カルシウム (mg/kg) 9.40 (2.97) 10.21 ( 4.18) 9.59 ( 3.57) 9.22 ( 3.49) 
食塩 (g〆1<:g) 0.36 ( 0.11 ) 0.35 ( 0.11) 0.36 ( 0.11) 且36(0.11 ) 

男 アルコール (g/kg) 0.77 (0.57) 0.73( 0.60) 0.58 ( 0.56) 0.46 ( 0.53) 

炭水化物エネルギ 比 (唖) 57.7 (9.5) 57.8 ( 9.7) 6 1.2 ( 9.1 ) 62.2 ( 1 0.4 ) 
栄 動物室蛋白質エネノレギー比 (冊) 6.4 ( 2.0 ) 6.6 ( 2.1 ) 6.3(1.9) 6.9 ( 2.5) 

植物性蛋白質エネルギー比 (唖) 6.5 ( 1.0 ) 6.5 ( 1.0 ) 7.0 ( 1.1 ) 7.3 ( 1.2 ) 
養 動物性脂妨エネルギー比 (唖) 8.6 (3.4 ) 9.3 (3.7) 8.0 ( 3.4 ) 8.2 ( 3.7) 

上七 植物性脂肪エネルダー比 (唖) 8.5 ( 3.3 ) 8.3 (3.3) 7.7 ( 3.5 ) 7.3 ( 2.9) 

エネルギー 1，00Okca 1当h食塩 (g) 8.6 ( 2.3 ) 8.1 ( 2.2 ) 9.1 ( 2.4 ) 9.9 ( 2.9) 
率

動物性蛋白質/総蛋白質 l(冊qb)) 48.8 ( 9.9) 49.7(10.2 ) 46.7 ( 9.3) 47.4 ( 11.3 ) 
動物性脂肪/総脂肪 50.1 ( 11.8 ) 52.8 ( 11.2 ) 50.8 ( 1 3.3 ) 51.9 ( 14.2 ) 

穀類(米類含む) (g/kg) 5.70( 1.74) 5.72 ( 1.79 ) 5.36 (1.74) 4.89(1.88) 

食 米 類 (g/kg) 5.25 (1.64) 5.3 1 ( 1.86 ) 5.07 (1.69) 4.68 ( 1.90 ) 

品 レ、 も 類 (皆1<:g) 0.85 (0.59) 0.99(0.62) 1.1 9 ( 0.63 ) 1.33 ( 0.69 ) 
群 砂 糖 類 (g:ノ/kg) 0.19 ( 0.15 ) 0.20 (0.19) 0.20 ( 0.1 5 ) 0.20( 0.13) 
月U 菓 子 類 (g/kg) 0.58 (0.68) 0.70 (1.06) 0.74 (0.83) 0.64 (0.73) 
t豆 油 脂 類 (g:ノ1<:g) 0.1 7 ( 0.12 ) 0.17 ( 0.12 ) 0.13 ( 0.11 ) 0.11 ( 0.11 ) 

子 取 味 噌 類 (g/kg) 0.13(0.06) 0.13 ( 0.07 ) 0.13 ( 0.0 7 ) 0.14 ( 0.06 ) 
重

味噌以外の豆類 (g/kg) 1.86 ( 0.65 ) 1.93 ( 0.71 ) 1.97(0.75) 2.08 (0.67) 且
.!I! 

魚 介 類 (g;，企g) 1.59 ( 0.67 ) 1.64(0.73) 1.66 ( 0.74 ) 1.73(0.80) 
( 

獣 鳥肉類 (g/kg) 0.93(0.71 ) 0.92 (0.69) 0.59 (0.50) 0.56 ( 0.4 6 ) 体

重 卵 類 (g/kg) 0.81 (0.45) 0.92 (0.54 ) 0.77 (0.49 ) 0.78 (0.64) 

kg 乳 類 (伊1<:g) 1.98(2.15) 2.46(2.46) 2.00 ( 2.64 ) 1.83 ( 2.22 ) 
当 野菜類(漬物類を除<) (g/kg) 2.31 (0.90) 2.60 ( 1.04 ) 2.86(0.96) 3.01 ( 1.1 6 ) 
b 漬 物 類 (g/kg) 1.82 ( 1.29 ) 1.5 7 ( 1.0 5 ) 1.49 ( 1.00 ) 1.33(1.17) 
) 

果 実 類 (g/kg) 1.57 (0.98 ) 1.69 (0.94) 1.51 ( 0.95 ) 1.63 ( 0.97 ) 
事長 類 (g/kg) 0.02 (0.01) 0.02 ( 0.01 ) 0.02 (0.01) 0.02 ( 0.01 ) 

例 数 (人) 413 396 302 207 

栄 エネルギー (kcal/kg) 3 8.80 ( 9.00 ) 39.0 1 ( 1 0.11 ) 35.9 8 ( 1 0.11 ) 32.25(7.96) 

養 炭水化物 (g/kg) 6.30 (1.58) 6.29 ( 1.79 ) 5.90 ( 1.72) 5.24(1.27) 

素 動物性蛋由貿 (g/kg) 0.72(0.25) 日71( 0.25) 0.69( 0.28) 0.65(0.29 ) 

摂( 植物性蛋白質 ほんg) 0.68 ( 0.1 7 ) 0.69 ( 0.19) 0.68 ( 0.18) 0.63 (0.16) 
取体 動 物 性 脂 肪 (g/kg) 0.40 (0.18) 0.41 ( 0.20) 0.34 ( 0.19) 0.30 ( 0.1 7 ) 

量勾重当 植物性脂肪 (gン会g) 0.45 (0.20) 0.47 ( 0.20) 0.40 ( 0.19) 0.35 ( 0.17 
カル、ンウム (m世1<:g) 9.85 (3.27) 9.98 ( 3.39) 9.72( 3.47) 9.59 ( 3.2 6 ) 

b 食 塩 (g/kg) 0.37 ( 0.1 0 ) 0.37 ( 0.11) 0.39 ( 0.12) 0.36 ( 0.10 ) 
立 ) 

アルコール ほんg) 0.03 ( 0.11 ) 0.04( 0.11) 0.03 ( 0.09) 0.03 ( 0.1 0 ) 

炭水化物エネノレギー比 (冊) 65.0 ( 9.7 ) 
645(((6.8) ) ) 656((68) ) 

656((j(69) ) 1 ) 栄 動物性蛋白質エネルギー比 (冊) 7.5 ( 2.1 7.4 1 2.2 7.612.3 8.112.9 
植物性蛋白質エネノレギー比 (冊) 7.0 (0.9 7.2 1 1.0 7.7 ( 1.0 7.91 1.1 

養 動物性脂肪エネルギー比 (唖) 9.3 (3.5 94((37) ) 8.4 (3.6 8.313.7 
植物生脂肪エネルギー比 (骨) 10.4 ( 3.8 ) 10.713.6 9.9 ( 3.5 9.5 (3.6 

比 エネルギ 1，000kcal当b食塩 (g) 9.7 ( 2.5 ) 9.7 (2.5) 10.9 ( 2.6 ) 11.5 ( 3.0 ) 

率
動物性蛋白質/総蛋白質 ( %) 50.7 ( 9.1) 49.8( 9.9) 49.0 ( 9.8) 49.0 ( 11.2 ) 

動物性脂肪/給』旨肪 (冊) 4 7.0 ( 11.4 ) 46.2 ( 11.9 ) 45.4 ( 12.0 ) 45.9 ( 14.2 ) 

穀類(:米類含む) (g/kg) 5.22(1.62) 4.96 ( 1.74) 4.64(1.81) 3.74 ( 1.18 ) 

食
米 類 (g/kg) 4.75(1.65) 4.65 ( 1. 71 ) 4.33( 1.77) 3.59 ( 1.19 ) 

は しぺ も 類 (世/kg) 1.27 ( 0.59 ) 1.45(0.63 ) 1.56 (0.86) 1.72( 0.82) 
日目

砂 糖 類 (g/kg) 0.24 (0.19) 0.25 (0.21) 0.23 (0.19) 0.24 (0.18) 群

~Ij 菓 子 類 (g/kg) 0.95 (0.75) 1.05 ( 0.96 ) 0.80 ( 0.64 ) 0.80 ( 0.75 ) 

摂 油 目旨 類 (g/kg) 0.18( 0.12) 0.18 ( 0.12 ) 0.15 ( 0.1 2 ) 0.12 ( 0.11 ) 

取 味 噌 類 (酔/kg) 0.12 ( 0.0 7 ) 0.13 ( 0.0 6 ) 0.14 ( 0.07 ) 0.13(0.06) 
子 重 味噌以外の豆類 ( g/kg) 1.95(0.71) 2.06 ( 0.70 ) 2.23 (0.75 ) 2.28 ( 0.75 ) 

量 魚 介 類 (g/kg) 1.93 (0.73) 1.93 ( 0.82 ) 2.02(0.89) 2.01 ( 0.97 ) 
( 獣 鳥肉類 (g/kg) 0.82 (0.57) 0.78(0.56) 0.56 (0.48) 0.43(0.46) 
体

卵 類 (g/kg) 0.77(0.39) 0.80 (0.46) 0.79 (0.65) 0.78 (0.56) 
重

乳 類 (gバ培) 2.18 ( 2.22 ) 2.10 ( 2.15 ) 1.84 ( 0.25 ) 1.89( 2.22) 
kg 

野菜類(漬物類を除< ) (g〆合g) 2.93 (0.99) 3.23 ( 1.03 ) 3.31 (1.15) 3.59 ( 1.23 ) 
当

漬 物 類 (g/kg) 1.66 (0.92) 1.61 ( 0.96 ) 1.54 (0.90) 1.19 ( 0.80 ) り
) 果 実 類 (g/kg) 2.1 6 ( 1.06 ) 2.29 ( 1.00 ) 2.26 ( 1.02 ) 2.29(1.04) 

藻 類 (g/kg) 0.02 ( 0.01 ) 0.02 ( 0.01 ) 0.03 ( 0.0 1 ) 0.03 ( 0.01 ) 

栄養素、表 3

H
N
H
J
H
N
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要因(十)群と要因(ー)群K骨ける脳便塞標準化発生 (SIR、人・年法)、

要因(ー)群K対する要因(+)群のリスク比(性・年齢補正、人・年法)

(昭和52年7月-58年12月、新潟県新発田市Aー I地区)

表 4

要因(十)の判定基準 発生率 発生率 性・年齢補正 Mantel-Haenszel 
要 因

( :注王+) ( ート) (ー) ワスク比 x'ー検t定

栄養素摂取量(体重kg当!J) 

エネ Jレギー 二三49.1Okca l/kg 1.01 2.76 0.36 p <0.05 

炭水化物 2 7.77g/kg 1.27 2.76 0.47 

動物性蛋白質 二三 0.96g/kg 1.83 2.69 0.68 

植物性蛋白質 二三 0.86g/kg 1.11 2.81 0.40 p <0.05 

動 物 性 脂 肪 二三 0.57 !l/合g 1.29 2.84 0.4 5 p <0.05 

植物性脂肪 三主 0.61g/kg 2.63 2.58 1.02 

カルーンクム 213.2 mghg 1.52 2.76 0.55 

食 塩 二三 0.48g/kg 2.30 2.63 0.87 

アルコール(男子のみ) 二三 0.86g/kg (エタノ←ノレ) 3.51 2.48 1.46 

エネルギー比

炭水化物 二三71.3 唖 1.27 2.87 0.44 pく0.05

動物性蛋白質 二三 9.4 % 1.32 2.84 0.46 p <0.05 

植物性蛋白質 と 8.2 冊 1.34 2.94 0.46 P <0.05 

動物性脂肪 二三12.4 % 2.79 2.56 1.10 

植物性脂肪 二三13.1 % 3.67 2.4 3 1.56 

食塩/1，OOOkcal 三三12.3 g/1000kcal 2.27 2.66 0.85 

動物性蛋白質/総蛋白質 二三 0.59 2.76 2.56 1.08 

動物性脂肪/総脂肪 二三 0.61 2.58 2.58 1.00 

食品群別摂取量(体重kg当!J) 

穀類(米類を含む) 二三 6.90g/kg 0.90 2.79 0.32 P <0.05 

米 類 と 6.49vkg 1.83 2.69 0.67 

レ、 も 類 :::> 1.97 g/kg 3.59 2.27 1.69 

砂 糖 類 二三 0.41 g/kg 2.56 2.58 0.99 

菓 子 類 二三 1.64g/kg 2.43 2.61 0.93 

油 』旨 類 二? 0.28g/kg 2.71 2.58 1.05 

味 噌 類 ミ 0.20 g/kg 2.56 2.58 0.99 

味噌以外の豆類 ミ 2.75g/kg 1.11 2.94 0.37 pく0.05

魚 介 類 二三 2.64 !l/全g 2.50 2.61 0.96 

獣鳥肉類 ミ 1.33g;-令官 1.42 2.81 0.50 

os 類 二三 1.31 g/kg 1.60 2.63 0.61 

乳 類 二三 4.34g/kg 1.60 2.74 0.58 

野菜類(漬物類を除く) 二三 4.07g/kg 2.81 2.54 1.13 

漬 物 類 二三 2.60g/kg 2.56 2.84 0.90 

果 実 類 注 3.02g/kg 2.09 2.63 0.78 

藻 類 三 0.03g/kg 2.40 2.66 0.90 

血 圧

収縮期血圧 三三152mmHg 4.54 2.04 2.23 pく0.05

拡 張 期 血 圧 と 90mmHg 6.46 2.01 3.21 pく0.05
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よb小さいリスク比を示した。栄養摂取のパラ Y ス状態を評価するためK、

エネノレギ 比.食塩/1.000kcal，動物性蛋白質/総蛋白質左どの栄養

比率を算出した。とれらの栄養比率では.炭水化物のエネルギー比.動物

性蛋白質のエネノレギー比、植物性蛋白質のエネノレギー比は統計学的に有意

で 1よb小さいリスク比を示した。

乳類摂取量の多い者(4.3 4 ~ /Ks'以上)f'l: j;>ける脳梗塞標準化発生率は

人・年 1.00 0対1.60で.少左h者の 2.74よ担も低いが.統計学的 K有

意では左かった。

人
4 

乳類摂取量と

脳梗塞発生率と 年
3 

千
の用量・反応関 対

標
係(dose- 準 2 

イヒresponse 
発

relationship) 生 l 

率
を検討した結果

0--' 
は.図 2のとな

(1) (21 (3) (4) quartile 

bである O 両者 3.6 ~/体重~
0.0 1.4 3.6 

K負柏関の傾向

乳 類 摂 取 量
がうかがわれる

が、統計学的κ
図2 乳類摂取景と脳 塞発生率との用量・反応関係

有意では~ v>o 

5 多変量解析j去による分析結果

1) 性、 X 2 年齢 X3 ・拡張期血圧 14 体重~当 D の乳類摂取量

を多重ロジスティック関数の独立変数とした。最尤法K よb推定された関

数の標準化係数は表 5のとな Dである。乳類摂取量と脳梗塞発生率との間

陀負相関が認められるが.統計学的K有意とは左ら左かった。

ワ白



表 5 脳梗塞の発生確率を予測するための多重ロジ

スティック関数の標準化係数(最尤法〕

%i 変 数 世リ 定 単 位 標準化係数

%， 性 Iニ男子、 2=女子 -0.078 

%2 年齢 歳 0.955* 

%3 拡張期血圧 mmH'I 0.3 8 6氷

%4 乳類摂取量 '1/体重K9 0.055 

*T二三 2 ( p < 0.0 5 ) 

N 考察

栄養摂取状態と脳卒中・虚血性心疾患との関係は.従来から数多〈研究さ

れてきた。しかし、とれらは主として横断研究(cross-sect ionaI stndy) 

で、いくつかの循環器疾患多発集団と対照集団から抽出された標本を用いて

食事調査を実施し.栄養摂取量を比較するものであった。荷者間の関係を追

究したコホ ト研究は少左心わが国では皆無である。食事調査を観察コホ

←卜全員陀実施するのは.技術的.時間的‘経済的 K極めて困難であるから

である。

2 4時間思い出し法‘秤量式食事調査法、摂取食品化学分析法は、比較的

精度の高い方法ではあるが、労力‘技術‘時間.費用がかかれ多人数を対

象とする ζ とは不可能である。そして.所詮 1月間の摂取量を評価するもの

であるので.変動係数が大きい。また.食品摂取頻度調査は‘摂取頻度のみ

をアンケート調査するものであるから、摂取量を計量的 K求めるととはでき

左い。 ζ れら既存の食事調査法の欠点をできるだけ補完し合うものとして.

著者らは「簡易食事調査法」を開発した。

「簡易食事調査法JVCよる栄養素摂取量と毎月 1回連続 12か月実施した

r 2 4時間思い出し法JVCよるものとを比較したところ.両者聞には強い正
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相関が認められた。しかしー 「簡易食事調査法」陀よるものは後者のものよ

りも一般陀低い値を示し.特K動物性蛋白質.動物性脂肪、カル γ ウムで.

ζ のととがいえるようであった。 ζ れは、多種類の食品を摂取している人々

の摂取量が低〈評価きれるためであった。

栄養摂取量と脳卒中に関する既存の横断研究 12-16)を概括してみると‘

昭和 35- 45年頃の脳卒中多発集団では.食塩、特K味噌類.漬物類由来

の食塩摂取量が多いとと.動物性蛋白質‘脂肪.カルシウム摂取量が少左い

こと.食品群では.味。曾類.米類が多く.獣鳥肉類.卵類.乳類が少左いと

とが認められた。米童文.味噌汁‘塩蔵物にかたよ b、動物性食品の僚取量が

少左い在来からの"日本型食生活"の営まれていた ζ とが脳卒中のリスクを

高めたと推理された。脳卒中の病型‘す左わち脳出血と脳梗塞とを区別して‘

栄養摂取状態との関係をすべての報告が論じているわけでは左いが.両者は

共通した栄養学的要因をもっていると考えられていた。

今回のコホ ト研究は.既存の横断的研究で述べられていた疫学的仮説を

検定するためK企画されたものである。表 4.図 2VC示されているよう陀.

栄養素であれ.食品群であれ.栄養比率であれ.比較的摂取量の多h人々で

は脳梗塞発生率が低い傾向がうかがわれ.疫学的仮説を受け入れるよう左結

果であった。

乳類摂取量の多いととは.脳梗塞のリスクを低下させるようである。しか

し.統計学的Kは有意で左かった。観察期闘が短し脳梗塞発生数が少左か

ったとと.また‘観察期同中K乳類摂取量の変動が顕著であった ζ とをどが

関与しているかもしれ左い。今後、検討.報告していくととにする。

近年.疫学的VCt.臨床的 VCt.動物実験K よっても. カノレシウム平衡

C ca 1 c i nm homeo s t. a s i s )の異常が高血圧の成因K関与しているとする

報告が多い 17)。わが圏では‘脳梗塞の最強のリスク・ファクターは高血圧

であるととを考えると.乳類の主成分のひとつであるカ，レシウムが血圧値を

介して脳梗塞の予防に寄与しているのかもしれ左い。

明

μ



アメリカの 8疫学的研究 18-25) vc:よると、性.年齢.人種. B M  I. 

アノレコ ノレ消費量を考慮K入れでも‘カルシウム摂取量は‘血圧状態の主マ

ーカーと~ !?低カノレシワム摂取は高血圧リスク・ 7アクターのひとつであ

るという。 Mc Carron D Aの総説 17)Rよると、高血圧患者では.血清イ

オン化カルシウムが低いとと. カノレシウム摂取量は少をいが尿中カノレシウム

排池量の多hζ と.ナトリウムの赤血球膜透過性が充進し‘ Na，K-ATPase 

活性の阻害Kよb赤血球膜の内側表面へのカ，レシウム結合量が低下している

こと‘赤血球 calmoduIinのCa情 ATPase活性化が障害されているとと、

血小板の遊離カルシウム濃度が上昇しているとと左どが述べられている。

動物では. SH 1もやニュージランド遺伝性ラットの血清イオン化カノレシウム

が低下している ζ と、副甲状腺ホノレモン分泌充進と尿中カルシウム排池増加

のある ζ と.カノレシウムの赤血球や血管平滑筋細胞内濃度、給合‘膜輸送.

calmoduI in総合 vesicle uptake左ど陀異常のあるととが報告され

ている。人間Kも、人Kもカノレシウム急性投与(輸液在ど〕による血管反応

性あるhは血圧値への影響は小さいが.長期投与の影響は大きい。例えば.

SHRvてカノレシウムを投与すると、骨形成完了の 28週齢までは‘対照群と

の同K収縮期血圧と差は左hが.以降‘投与群は顕著左血圧低下を示す26)。

中等度左いし軽症高血圧患者陀カルシウムを投与した厳密な臨床試験成績27)

陀よると.正常血圧者は.グノレー 7.全体としての血圧値K変化を示き左かっ

た治元高血圧者では収縮期血圧 6mmHg • 拡張期血圧 2.5mmHg 低下したと

いう。

乳類摂取量増加K よっても h われて h る食生活の欧米化が.虚血性Jし、疾患

の増加をもたらすかもしれ左いと懸念されて h る。しかし.現時点では、高

血圧が年齢ととも K虚血性心疾患の強いリスク・ファクタ←とされている28)。

少を〈とも A← I地区のよう左乳類摂取量の少ない農山村では.乳類摂取量

の制限よりも摂取増加の方が高血圧ひいては脳卒中.虚血性疾患の予防陀つ

ながる可能性が高 h といえよう O

-128-



V 要約

新潟県新発田市A-I地区の 40歳以上の全住民を対象にして昭和 52年

7月K I簡易食事調査法」を用いて、栄養素骨よび食品群別摂取量を評価し

た。食事調査を実施するととができた者は男子 943名(全住民の 79.8% )、

女子1，318名(89.7冊)であった。その後、昭和 58年 12月までの 6.5

年問、非脳卒中者を観察コホートとして追跡し、脳梗塞発生率(性、年齢標準

化、間接法、人・年法)を求め、栄養摂取量との関係を分析した。

乳類摂取量は、単変量解析Kよヮても多変量解析Kよっても、脳使塞発生

率との聞に負担関を示した。しかし、統計学的Kは有意と左ら在かった。

乳類の主成分のひとつであるカルシウムが高血圧を介して、脳便塞の発生

抑制K寄与している可能性が示唆された。

乳類摂取量の経年推移と循環器疾患(高血圧、脳卒中、虚血性心疾患)の

動向、乳類を構成している各食品(特K牛乳)と循環器疾患発生率との閣係、

乳類と循環器疾患の発生抑制の機序(特に、他の栄養素、食品群との交互作

用を考慮K入れ左がら)左ど Kついては今後の課題とし、次年度以降に報告

する。
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一

u 簡易食事調査"で質問すべき項目一覧表 (0印のついた項目を聞< ) 

食品 グラム数 茶碗の

回個食数数文方使関(数弱

泊焼きの フライの 食べる
食 品 名 頻 度 叉 は 杯 数

46. mJ! 数 大 き さ 頻度 頻 度 月 数

1 主食ごはん O O 
2 If 地ミ ゆ O O 
3 If も ち O 
4 H 乾めん O 
5 If 食ばん O 
6 If 菓子ばん O 
7 If うどん、そば O 
8 H 中華そば O 
9 If インスタントラーメン O 
10 補食どはん O O O O 
11 If も ち O O O 
12 If 乾めん O O O 
13 If 食パ y O O O 
1 4 If 菓子ハン O O O 
15 If うどん、そば O O O 
16 If 中華そば O O O 
17 If インスタントラーメン O O O 
18 国l食パター O O O 
19 If マーガリン O O O 
20 If ピーナツノ主ター O O O 
21 H シャム O O O 
22 If はちみつ O O O 
23 H チ ズ O O O 
24 If 卵 O O O 
25 If 豚 肉 O O O O O 
26 If 鶏 肉 O O O O O 
27 If 牛 肉 O O O O O 
28 If レパ O O O O O 
29 If ハム・ソーセージ O O O O 
30 If 塩 魚 O 
31 H 干 魚 O 
32 If 鮮 魚 O O O 
33 H 練製品 O O O 
34 If いも類 O O O 
35 If っけもの O O O 
36 If 野 菜 O O 。
37 If マヨネ-:7: O O O 
38 If みそ汁 O O O 
39 If しょうゆ汁(すまし汁) O O O 
40 H 豆 類 O 
41 If 海 草 O 
42 味つけさとう O 
43 If 塩 O 
44 H 果 物 O 
45 

{菓し好子飲類料(圃、別ア食ル品コ名はル省飲略料する) } O 
85 O O 

91 焼肉(あみやき) O 
92 焼魚 O 
93 緑黄色野菜 。 O 
94 淡色野菜 O O 
95 生野菜 O O 
96 コーヒー O 
97 紅茶 O O 
98 食物のかみ方 かみ方

O O 
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